




このたびは自動真空包装機『トスパック』シリーズをお買上げいただきまして、まことに

お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。

お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。
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● 真空ポンプの保護上、次のことは必ず ● 包装袋は真空パック用のもの以外は使
守ってください。 用しないでください。また、包装袋なしに

＊熱い食品は冷やしてからパックしてくだ そのままチャンバー内に物を入れないで
さい。（１０℃以下） ください。

＊指定オイルの定期交換。 ● ヒーターブロックの上に物を放置しないで
ください。

● 機械内部を点検するときは必ず電源プ ● 本機械を掃除するときは、電源スイッチ
ラグをコンセントから抜いてください。 を切ってから、から拭きしてください。

特に汚れのひどい場合は、ぬれ布きん
等に中性洗剤をしみ込ませて拭き取っ
てください。

● 高い電圧の部分がありますので非常に ●水洗いなどは避けてください。
危険です。

● 作業終了時は、電源スイッチを必ず ● 雷がなりはじめたら、早めに電源プラグ
切ってください。 をコンセントから抜いてください。そのまま

● 長い間ご使用にならないときは、新しい 使用すると、火災、感電の原因になるこ
オイルに交換の上、安全のために電源 とがあります。

プラグをコンセントから抜いてください。

●一週間以上使用しなかった時は、10分
 以上の暖気運転を行ってください。

1-2 使用上のご注意
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６．困ったとき

ご使用中に異常が生じたときは､次の点を調べてください。

万一本機の機能が回復しない場合は､お買上げの販売店にご相談ください｡

6-1 トラブル表示と対策

No

１．電源が入っていない。

1 本体の電源を「ＯＮ」

しても表示をしない。

2

するが動かない。 している｡

３．アッパーチャンバー用リミット

3 真空ポンプは回転して

いるが、真空にならな

い。真空度が低い。

４．真空ポンプのオイルが汚れて

いる。

4

 動くようにしてください。

症 状 原 因 確 認 項 目 と 対 策

①本体以外の電源スイッチを確認。

②電源コンセントの電圧を確認。

２．電源コンセントが抜けている。 ①電源コンセントを差し込んでください。

３．ヒューズ切れ。 ①本機のヒューズを交換してください。

１．元電源が単相になっている。 ①三相２００Ｖ機の場合は元電源の

 ヒューズが1本溶断していませんか。

電源を入れて表示は ２．ポンプ｢サーマル」がトリップ ①取扱説明書「ｻｰﾏﾙﾘﾚｰのﾘｾｯﾄ方法」

 を参照しリレーをリセットしてください。

①駆動用リミットスイッチの取付位置を

スイッチの位置ズレ。  調整してください。

１．アッパーチャンバーの密閉 ①アッパーチャンバーのパッキンが

不良｡  破損していませんか。

 ツブレ・破損部があったらパッキンを

 交換してください。

２．真空ポンプが逆転している。 ①3相のうち２相を入替えてください。

（３相２００Ｖ機の場合のみ） 取扱説明書｢真空引きの確認｣参照

してください。

３．真空ポンプのオイルが減って ①真空ポンプのオイルレベルゲージを

いる。  確認して少ない場合は､所定位置

 までオイルを追加してください。

①取扱説明書「オイル交換のしかた」を

 参照しオイル交換をしてください。

５．真空ポンプが壊れている。 ①最寄りの販売店又は、弊社営業部へ

 連絡してください。

１．ヒーター線が断線している。 ①取扱説明書「ﾋｰﾀｰ線及び絶縁布の

 交換方法」を参照してヒーター線を

 交換してください。

シールをしない。 ２．ヒーターブロックが動かない。 ①チャンバー内のヒーターブロックが

 手で上下に動くか確認してください。

 動かない場合は、液汁等の「こびり付

 き」を除去する等の処置をして上下に
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No 症 状 原 因 確 認 項 目 と 対 策

１．シールタイマーの設定不良

２．包装袋の材質・厚さが適正で

5 シール不良。 ない｡  に交換してください。

（完全でない） ３．絶縁布・シールゴムの汚れ。 ①絶縁布又は、シールゴムが汚れてい

４．シールゴムの破損。

１．エクゾーストフィルターが詰って

6 真空ポンプ部から いる。

オイル（オイルミスト）が

漏れる。 ※輸送時等本体を傾けると、試運転時

 排気口からオイルが出ることがありま

１．スローリーク用の真空開放

 バルブが閉まっている。

２．シール時間が長すぎる。 ①シール時間は適正ですか。包装袋の

7 真空開放しない。 ３

真空開放が遅い。

４．アッパーチャンバーの開閉

  スプリングの緩み。

５．真空破壊バルブの作動不良。

１．ガススイッチが「ＯＮ」して ①操作盤の「ｶﾞｽｽｲｯﾁ」をＯＮして

いない。 ください。

２．ガスがきていない。

8 置換ガスが充填されな

い。充填量がすくない。

３．包装袋の設定不良。

①シールタイマーの設定時間を変えて

 みてください。

①包装袋の材質・厚さを適正な包装袋

 ませんか。汚れている場合は汚れを

 拭きとってください。

①シールゴムを交換してください。

①取扱説明書「エクゾーストフィルター

 交換｣参照しフィルターを交換をして

ください。

 すが、しばらく運転する内に止ります｡

①「真空開放バルブ」を適正な位置まで

 開けてください。

 材質・厚さを考慮したシール時間に

 設定し直してください。

．サイレンサーの目詰まり。 ①真空破壊弁についている「ｻｲﾚﾝｻｰ」

 を交換してください。

①開閉スプリングの張り調整をしてくだ

 さい。

①バルブの交換。

②制御基板の交換。

※①・②は販売店又は、弊社営業部へ

 連絡してください。

①ガスボンベの元栓は開いていますか

 閉まっている場合は元栓を開いて

 ください。

②圧力調整・設定値を確認してください。

①包装袋は正しくセットされていますか｡

 ガスノズルに包装袋の開口部を入れ

 てください。
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・本機の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後「７年」です。

● 修理を依頼されるときは
・異常があるときは、お使いになるのをやめ、電源を切りましてから、お買い上げの

■保証期間中

・保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。

修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料で修理させて頂きます。

《免責事項について》
・地震、雷、火災、第三者の行為、その他の事故、お客様の故意又は過失、誤使用、その他

・本製品の使用又は使用不能から生じる付随的な障害（事業利益の中断による損失など）に

 関して、当社は一切の責任を負いません。

・取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を
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７． 保証

●
・

ご不明な点や修理に関するご相談
修理に関するご相談ならびに、お取り扱い・お手入れに関するご不明な点は

お買い上げの販売店にご相談ください。

● 保証書 (別添)
・保証書は別途添付しております。

・保証書は必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店

から受け取って頂き内容を良くお読みになった後、大切に保管してください。

・本機の保証期間はお買い上げ頂いた日から「６ヶ月」です。

その他、詳しくは保証書をご覧ください。

● 補修用性能部品の保有期間

・補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

販売店にご連絡ください。

・保証書の規定に従って、販売店が修理させて頂きます。

なお、修理に再しましては、保証書をご提示ください。

■保証期間が過ぎている場合

の異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いません。

  負いません。

● 廃棄するときは
・製品を廃棄するときは専門の廃棄業者へ依頼してください。

詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。








